
例年より早い入梅を今年は迎えたようですね。ジメジメしたり、思いのほか肌寒かったり、暑かったり。
みなさん、お元気に過ごしてますか？！先月の総会＆第1回研修会では多くの方のご参加のもと、
無事に年度初めの研修を終えることが出来ました。
今年も盛りだくさんな研修でみなさまと走り抜ける令和7年にしたいと思っています。
『誰も置き去りにしない三島！』（笑）をみんなで作っていきましょう！！

◆研修報告研修報告

令和7年度総会が行われたこの日、80名の会員が会場で、10名の会員がZOOMで参加くださいました。
ZOOMも便利ではありますが、会場参加の圧倒的な雰囲気には敵いませんね。
今年度から北上文化プラザでの研修の開始時刻が変更になる中、多くの皆様が通常業務の調整をして
ご出席くださり、連絡協議会事務局としても嬉しい限りです。
三島市役所：下野氏　『運営指導・ケアプラン点検のポイント』
はおと居宅：土屋氏　『日本・県協会一本化について』
三島市社会福祉協議会：野口氏　『成年後見支援センターの概要』
そして、飛び入り参加で『三島警察署よりオレオレ詐欺の件』
と、盛りだくさんの研修となりました。
今年度も様々な研修を企画しております。
多くの方の参加をお待ちしております！(｀・ω・´)ゞ
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会長： 鈴木康明（ハピネスケアセンター）　　
副会長： 井上勝之（JCHOみしま総合病院付属居宅介護支援センター）
副会長： 土屋宗子（居宅介護支援事業所はおと）　　
事務局長： 梅原利光（三島市錦田地区地域包括支援センター）
副事務局長： 相澤麻輝（居宅介護支援事業所いぶき）　　　
主マネ部会長： 宮内由美子（居宅介護支援事業所ヴィターレ）

　　　　　　　　

令和7年5月14日(水)に行われた、第一回全体研修のご報告をいたします。

書記： 中井貴子(ふれあい富士)　書記：中西満(医師会居宅) 
通信：川島純(居宅介護支援事業所ラ・サンテふよう)  通信：田口貴志(居宅介護支援事業所ふるさとの丘) 
監事： 杉山光代（居宅介護支援事業所やすひさ）　監事： 黒川美保（富士伊豆農業協同組合ささえ愛）　
今年もどうぞよろしくお願いいたします！！

会計： 山下哲治（綿ぼうし）　
会計：塩川美奈子（富士伊豆農業協同組合ささえ愛）

今年度は6名の役員が新たに任命されました。



《三島市介護支援専門員連絡協議会》

編集後記⁄連絡先

会長　　　　鈴木康明【ハピネスケアセンター】　
副事務局長　相澤麻輝【居宅介護支援事業所いぶき】
通信　　　　川島純【居宅介護支援事業所ラ・サンテふよう】
通信  　　　  田口貴志【居宅介護支援事業所ふるさとの丘】 
事務局　　　☎055-975-2424

◆ おしらせ

知っ得情報　第9回知っ得情報　第9回

次回の研修会
7月は包括＆連協共同研修。
令和7年7月16日（水）14：00～16：00
「目標思考型プランを
作ってみよう！」
を予定しています。
※日時の変更があるかも
しれません。メーリングに注意
していてくださいね！

今年はラニーニャ現象！
毎年エルニーニョとか
ラニーニャとか…とにかく
毎年暑いです！水分補給はこまめにね！
体調に気を付けて！！

～もうすぐ２０４０年～
今年は人口の約３割が高齢者となる2025年問題の
その年です。団塊ジュニアが高齢者の仲間入りをす
る2040年までの人口推計について、15歳～64歳の
生産人口が６千２百万人まで減少する一方で、65歳
以上の高齢者人口は増加。高齢者の割合は35％超
となることが予測されています。
人口問題は社会保障費の増大、社会を支える働き手
の不足、介護人材不足など、私たちの直面する社会
問題に直結しています。
厚生労働省「2040 年に向けたサービス提供体制等
のあり方」検討会により障害福祉や保育などの分野
と共通する課題を俎上に載せました。

働く人の減少は社会保障を支える財源確保の問題
だけでなく、
介護事業に携わる人材の不足にも繋がります。
検討会資料より、事業所側に聞いた
「採用がうまくいっている理由」No１は
「職場の人間関係が良いこと」だそうです。
また、労働者側に聞いた「介護職の離職理由」No1は
「職場の人間関係に問題があったため」とのこと。
明るい人間関係は明るい未来に繋がるようですね。

これまでケアプラン（提供票・計画書）やサービス利
用票（予定・実績）を事業者間でやりとりする場合、
FAX、郵送、手渡し等のやり方が取られてきました。
ケアプランデータ連携を利用するメリットとしては
紙の削減、膨大なFAXの送信の手間がなくなる、
実績をにらめっこして手入力した挙句に入力ミス！
なんてことが無くなるというところでしょうか。
当初年間21000円という金額がハードルで利用する
事業所が増えず、相手がいなければ送受信するこ
とが出来ないのでメリットを最大限に活かせないと
いう負のサイクルに陥っていました。
そこで2025年6月1日～2026年5月31日（予定）の
期間に申し込むと、申請日から1年間ケアプランデー
タ連携ソフトが無料で利用できるキャンペーンを
国保中央会が開催することになりました。
三島市介護支援専門員連絡協議会でもこのデータ
連携を是非活用して業務効率化を推進したいとこ
ろです。データ連携を開始する事業所のみなさん、
是非、データ連携を使い始めたことをサービス事業
所さんにお伝えください。

そして、ケアマネは前月27日までにデータを送信、
サービス事業所からは月初め3日までに実績を送信
するということをルールとしていきましょう！
データ連携、使ってみると便利ですよ！！
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